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研究分野：経済学説史 

科研費の分科・細目：経済学・経済理論 

キーワード：フリーバンキング，セントラルバンキング，中央銀行，通貨論争，貨幣信用学説 

 
１．研究計画の概要 
 本研究は，通貨学派，銀行学派とは異なる
「第 3の学派」であるフリーバンキング学派
の理論史的・政策史的および思想史的な意義
と限界をセントラルバンキング学派との論
争過程の検討を通じて明らかにすることで
ある。 
 
２．研究の進捗状況 

研究の初年度と2年目は，イギリスで
British Libraryとケンブリッジ大学図
書館で資料収集を行ったが，3年目の本
年度はハーバード大学付属図書館で資
料収集を行った。収集する文献も著書の
みならず，当時の雑誌や新聞に比重を移
してきている。また本年度は，アメリカ
，ミズーリ大学のL.Ｈ.White教授とセン
トラルバンキングとフリーバンキング
論争の諸問題についてSt.ミズーリ大学
で意見交換をした。 

研究成果としては,2本の論文を執筆
した。ひとつは，「反通貨管理の思想―
J.W.ギルバートとT.トゥック」を『立教
経済学研究』62:4,2009に発表した。こ
の論文は，1830年代の通貨管理の思想で
あるパーマー・ルールに対して批判的立
場をとったフリーバンキング学派のギ
ルバートとセントラルバンキング学派
のトゥックを対置させ，トゥックのギル
バート批判という形で当時の通貨論争
の一端を浮き彫りにすることを意図し
た。 

もうひとつは，「Monied Capital の蓄

積についてートーマス・トゥックと匿名
氏の『通貨理論論評』」経済学史学会編
『経済学史研究』51巻1号，2009年に掲
載が決定した。この論文は，monied 
capitalという概念がセントラルバンキ
ング学派のトゥックと，セントラルバン
キング学派でもフリーバンキング学派
でもない匿名氏とのあいだでどのよう
な共通性と相違点があるかを論じたも
のである。 

研究の焦点は，貨幣市場での証券の利
子率の変動が恐慌とどのように関連し
ているかにあるので，この点を今後の研
究でもさらに深めるつもりである。 

 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 
その理由： 本年度は，査読なし論文1

編と査読付論文（大友敏明「Monied  
Capitalの蓄積についてートーマス・ト
ゥックと匿名氏の『通貨理論論評』―」
経済学史学会編『経済学史研究』51巻1
号に掲載決定，来年度中に刊行予定）1
編を執筆し，また査読なし論文1編は，
同名のタイトルで，2009年4月にニュー
ヨークのコロンビア大学で開催される 
Paper Money Conferenceで報告される
予定である。また，この研究テーマの第
1人者であるL.H.White 教授が2009年5
月に来日し，本務校でセミナーを行なう
予定である。 
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４．今後の研究の推進方策 
 今後は，この研究テーマの研究者と幅広く
意見交換をし，このテーマで執筆する予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 1 件） 

① 大友敏明「反通貨管理の思想―J.W. 
ギルバートと T.トゥック」，『立教経済学研
究』，査読なし，62 巻 4 号，2009 年，
101－126 頁。 

 


